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こ
の
度
、
全
日
本
仏
教
会
第
二
十
九
期
会
長
の
要
職
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

非
才
不
徳
な
私
に
何
が
出
来
る
の
か
、
引
き
締
ま
る
思
い
を
致
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
於
け
る
仏
教
と
社
会
の
か
か
わ
り
は
、
古
来
よ
り
緊
密
な
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
国
民
の
大
半
が
そ
の
信
徒
で
あ
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
現
代
日

本
は
年
間
三
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
を
出
し
て
い
る
な
ど
、
幾
多
の
憂
慮
す
べ
き
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
当
然
な
が
ら
仏
教
者
及
び
仏
教
教
団
は
、
今
さ
ら
な
が
ら
仏

教
の
社
会
的
対
応
と
、
そ
の
貢
献
の
方
途
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
り
ま

す
。
特
に
、
戦
争
可
能
な
国
へ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

日
本
の
仏
教
が
、
現
代
社
会
に
何
を
果
す
べ
き
か
。
仏
教
の
縁
起
観
に
よ
る
寛
容

の
精
神
と
不
殺
生
の
理
念
を
、
世
界
に
発
信
す
る
と
共
に
、
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
僧
侶

自
身
が
己
に
対
し
て
真
摯
に
、
仏
法
的
日
常
を
行
じ
得
て
い
る
か
を
問
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
仏
教
者
が
、
仏
法
へ
の
確
固
た
る
求
道
心
を
堅
持
で
き
る
よ
う
に
、

仏
法
を
真
実
体
現
し
た
仏
教
者
の
養
成
と
、
そ
の
活
動
の
た
め
に
、
各
教
団
の
ご
協

力
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

臨
済
宗
妙
心
寺
派
第
三
十
三
代
管
長

河
野　

太
通

第
二
十
九
期
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

第
二
十
九
期　

副
会
長
略
歴
紹
介

経
歴

駒
沢
大
学
仏
教
学
部
禅
学
科
卒
業

曹
洞
宗　

精
明
寺
住
職

鳥
取
県
仏
教
連
合
会
会
長

人
権
尊
重
社
会
を
実
現
す
る
鳥
取
県
研
究
集

会
実
行
委
員

そ
の
他
経
歴
・
著
書
等

更
正
保
護
法
人
鳥
取
県
更
生
保
護
給
産
会
副

理
事
長

経
歴

大
正
大
学
卒
業

日
光
山　

第
八
十
四
世
輪
王
寺
門
跡

栃
木
県
仏
教
会
会
長

天
台
宗
宗
機
顧
問

そ
の
他
経
歴
・
著
書
等

（
更
）栃
木
県
保
護
観
察
協
会
副
理
事
長

学
校
法
人
駒
込
学
園
顧
問

（
財
）徳
川
記
念
財
団
評
議
員

経
歴

高
野
山
大
学
密
教
学
科
卒
業

河
内
長
野
市　

松
林
寺
住
職

真
言
律
宗
総
本
山
西
大
寺
長
老
・
管
長

そ
の
他
経
歴
・
著
書
等

社
会
福
祉
法
人
宝
山
寺
福
祉
事
業
団
総
裁

奈
良
県
表
千
家
同
門
会
副
支
部
長

戒
律
文
化
研
究
所
会
長

大
矢　

實
圓
副
会
長

菅
原　

栄
光
副
会
長

疋
田　

哲
寿
副
会
長

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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三
月
十
日
午
後
四
時
よ
り
、
本
願
寺

築
地
別
院
会
議
室
に
於
い
て
、
総
務
財

政
審
議
会
・
社
会
人
権
審
議
会
・
国
際

交
流
審
議
会
の
三
審
議
会
の
答
申
が
豊

原
大
成
理
事
長
に
提
出
さ
れ
た
。
同
時

に
宗
教
教
育
推
進
委
員
会
・
広
報
委
員

会
の
報
告
も
な
さ
れ
た
。

　

答
申
書
提
出
後
、
豊
原
理
事
長
よ
り

各
委
員
長
・
副
委
員
長
に
質
問
が
な
さ

れ
、
各
審
議
会
中
に
お
け
る
議
論
や
様

子
等
が
伝
え
ら
れ
、
懇
談
が
な
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
近
藤
真
道
総
務
財
政
審
議

会
副
委
員
長
、
田
澤
元
泰
社
会
人
権
審

議
会
委
員
長
及
び
深
真
樹
副
委
員
長
、

戸
松
義
晴
国
際
交
流
審
議
会
副
委
員
長
、

杉
谷
義
純
宗
教
教
育
推
進
委
員
会
委
員

長
及
び
星
野
英
紀
副
委
員
長
が
出
席
し

た
。

　

ま
た
、
本
会
事
務
総
局
よ
り
深
澤
信

善
事
務
総
長
、
奈
良
慈
徹
総
務
部
長
、

江
口
智
流
財
務
部
長
、
飯
島
尚
之
社
会

人
権
部
長
、
中
村
澄
枝
広
報
文
化
部
長
、

壽
山
良
光
国
際
部
長
、
入
西
智
彦
総
務

部
次
長
が
出
席
し
た
。

　

宗
教
教
育
推
進
委
員
会
に
関
し
て
は
、

公
教
育
の
場
で
宗
教
に
対
す
る
誤
解
と

偏
見
を
除
く
た
め
の
具
体
策
の
検
討
や
、

宗
教
教
育
の
重
要
性
を
セ
ミ
ナ
ー
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
加
盟

団
体
に
広
め
る
方
策
の
検
討
が
必
要
な

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

広
報
委
員
会
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

様
々
な
手
段
を
通
じ
て
引
き
続
き
広
報

課
題
に
取
り
組
む
事
、
三
月
四
日
に
広

報
文
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
事
な
ど

を
報
告
し
た
。（
詳
細
下
段
参
照
）

　

三
月
四
日
午
後
一
時
よ
り
、
大
本
山

妙
心
寺
「
花
園
会
館
」
に
於
い
て
第
三

回
広
報
委
員
会「
広
報
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
元
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京

都
の
宗
教
担
当
記
者
を
約
四
十
年
近
く

努
め
て
き
た
板
原
和
之
氏
を
講
師
に
招

き
、
講
演
及
び
質
疑
応
答
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
た
。

　

講
演
テ
ー
マ
は
「
宗
教
界
の
常
識
は

世
俗
の
非
常
識
か
？　

よ
り
理
解
さ
れ

る
た
め
に
…
…
」。

　

講
演
に
於
い
て
、
板
原
氏
は
ま
ず
近

年
の
新
聞
等
で
の
宗
教
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、「
新
聞
記
事
の
掲
載
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
宗
教
が
外
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
う
ほ
ど
情
報
が
載
ら

な
く
な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
、
そ
の

原
因
の
一
つ
と
し
て
宗
教
界
を
十
数
年

に
渡
っ
て
取
材
し
て
い
る
よ
う
な
専
門

家
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
各
宗

派
が
他
宗
の
事
を
知
ら
な
い
状
況
が
多

く
、
過
剰
に
宗
派
を
意
識
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
点
が
取
材
を
困
難
に
し
て
い

る
こ
と
が
問
題
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
。

　

対
策
と
し
て
、「
寺
院
で
当
た
り
前

の
事
は
一
般
の
人
に
と
っ
て
は
目
新
し

い
事
も
多
い
の
で
、
掘
り
起
こ
し
て
教

化
に
使
う
」
事
や
、「
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
て
も
ら
う
に
は
、
記
者
が
取
り

上
げ
や
す
く
な
る
仕
掛
け
を
身
に
つ
け

る
必
要
が
あ
る
」
事
が
述
べ
ら
れ
、
具

体
的
事
例
に
沿
っ
た
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
各

委
員
よ
り
「
世
俗
的
な
も
の
と
広
報
と

の
切
り
分
け
を
ど
う
行
っ
た
ら
よ
い
か
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、
紙
に
変
わ
る
メ
デ

ィ
ア
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」
等
々
の

質
問
が
出
さ
れ
、「
ネ
ッ
ト
は
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
く
が
、
記
事
に『
軽
重
』

が
無
い
の
が
ネ
ッ
ト
の
記
事
の
特
徴
で

あ
り
、
そ
こ
で
棲
み
分
け
が
図
ら
れ
る

の
で
は
」
と
の
解
答
が
述
べ
ら
れ
た
。

第
三
回
広
報
委
員
会
「
広
報
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

第
二
十
八
期
各
審
議
会
答
申
・
各
委
員
会
の
報
告
を

豊
原
大
成
理
事
長
に
提
出

豊原大成理事長に答申を提出する
戸松義晴国際交流審議会副委員長

板原和之氏の講話を熱心に聞き入る
広報委員の方々
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今
回
は
、
財
団
法
人　

仏
教
伝
道
協

会
を
お
訪
ね
し
、
沼
田
智
秀
会
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

─
貴
団
体
の
活
動
で
、
継
続
的
に
、
ま

た
特
に
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
点

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

仏
教
伝
道
協
会
は
、
株
式
会
社
ミ
ツ

ト
ヨ
創
業
者
の
沼
田
惠
範
師
の
発
願
の

も
と
、
有
縁
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

昭
和
四
十
年
に
財
団
法
人
と
し
て
認
可

を
受
け
ま
し
た
。

　

特
定
の
宗
派
の
教
義
を
説
く
の
で
な

く
、
仏
教
の
説
く
東
洋
の
叡
智
を
一
人

で
も
多
く
の
世
界
の
人
々
に
伝
え
る
と

い
う
目
的
に
向
か
っ
て
あ
ら
ゆ
る
活
動

や
事
業
を
推
進
し
、
人
類
の
相
互
理
解

と
世
界
平
和
の
確
立
を
願
う
団
体
で
あ

り
ま
す
。

　

設
立
以
来
、
仏
教
普
及
運
動
と
し
て

「『
仏
教
聖
典
』
の
現
代
語
訳
お
よ
び
外

国
語
訳
と
そ
の
普
及
」「
大
蔵
経
の
英

訳
と
そ
の
刊
行
」「
世
界
の
主
要
大
学

に
仏
教
講
座
の
開
設
」
と
い
う
三
つ
の

事
業
を
柱
と
し
て
、
各
種
仏
教
伝
道
活

動
を
展
開
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
『
仏
教
聖
典
』
は
世
界
四
十
六
ヶ
国

語
に
翻
訳
・
刊
行
し
、
全
世
界
六
十
三

ヶ
国
の
主
要
ホ
テ
ル
に
常
備
さ
れ
、
普

及
総
数
は
七
百
八
十
万
冊
を
超
え
ま
し

た
。
今
後
も
改
訂
版
の
刊
行
や
新
刊
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
点
字
に
よ
る『
点
字
聖
典
』や
、

日
本
手
話
に
翻
訳
し
た
『
手
話
聖
典
』、

仏
教
聖
典
を
朗
読
し
た
『
仏
教
聖
典
Ｃ

Ｄ
』
を
作
製
し
て
い
ま
す
。

　

大
蔵
経
の
英
訳
事
業
は
、『
大
正
新

脩
大
蔵
経
』
全
百
巻
を
英
訳
し
よ
う
と
、

ま
ず
第
一
期
分
と
し
て
百
三
十
九
の
仏

教
典
籍
を
選
び
出
し
英
訳
刊
行
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
『
浄
土
三
部

経
』『
歎
異
抄
』『
正
法
眼
蔵
』『
仏
所

行
讃
』
な
ど
四
十
一
巻
を
発
行
し
、
本

年
は
『
月
灯
三
昧
経
』『
弘
明
集
』
を

刊
行
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
北
米
・
欧
州
の
主
要
十
五
大

学
で
「
沼
田
仏
教
講
座
」
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
日
本
で
の
仏
教
研
究
を
希

望
す
る
留
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度
も
設

け
て
お
り
ま
す
。
近
年
で
は
英
文
の
仏

教
研
究
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

す
る
「
Ｂ
Ｄ
Ｋ
無
限
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
支
援
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
今
回
で
四
十
四
回
を
迎
え

た
仏
教
伝
道
文
化
賞
の
贈
呈
や
実
践
布

教
研
究
会
の
開
催
、
仏
教
音
楽
の
現
代

化
と
そ
の
普
及
を
行
う
仏
教
音
楽
祭
を

随
時
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
十
四
回
「
釈
尊
を
讃
え
て
」
の
仏

教
音
楽
祭
第
一
位
受
賞
作
品
「
君
は
一

人
じ
ゃ
な
い
」
と
、
お
釈
迦
さ
ま
の
誕

生
日
を
お
祝
い
す
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー

ス
デ
イ
お
釈
迦
さ
ま
」
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
Ｃ

Ｄ
セ
ッ
ト
で
発
売
い
た
し
ま
し
た
。
花

ま
つ
り
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
し
て
活
用

頂
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。（
全
仏
誌

三
月
号　

五
五
七
号
掲
載
）

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
日
本
人
の
こ
こ
ろ

に
仏
教
的
基
盤
を
確
立
し
、
仏
教
伝
道

の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
盟
団
体
を
ゆ
く

《
第
三
十
三
回
》
財
団
法
人　

仏
教
伝
道
協
会

（左より）　古澤勝浩事務局長、沼田智秀
会長、新野和暢広報企画課主任

CD「君は一人じゃない」に発表の
“ハッピーバースデイお釈迦さま”

各国語の『仏教聖典』がホテル・病院等に
常備されている
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─
今
後
の
仏
教
界
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

指
針
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

近
年
、
核
家
族
化
が
進
ん
だ
事
や
直

葬
が
増
え
た
事
等
々
、
仏
教
離
れ
が
起

き
て
い
る
の
で
は
、
と
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
地
方
の
方
々
は
お
寺
に
相
談

に
来
る
機
会
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
し
、
社
会
的
な
注
目
度
・

期
待
度
も
高
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

現
在
日
本
に
は
こ
れ
だ
け
多
く
の
伝

統
仏
教
団
体
が
存
在
し
、
歴
史
的
に
も

伝
統
が
根
付
い
て
い
る
の
で
そ
の
力
を

生
か
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

自
死
者
へ
の
対
策
等
の
取
り
組
み
を
具

体
的
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
等
々
、

社
会
的
な
問
題
に
対
し
て
の
取
り
組
み

を
今
以
上
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
、

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
海
外
で
の
活
動
は
、
各

宗
派
単
位
で
は
行
っ
て
い
る
宗
派
も
ご

ざ
い
ま
す
が
、
総
じ
て
仏
教
界
の
影
響

力
が
ま
だ
ま
だ
弱
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
翻
訳
に
関
し
て
も
和
英
だ
け
で

は
な
く
各
国
語
に
対
応
す
る
事
や
、
海

外
布
教
師
や
拠
点
に
対
し
て
経
済
的
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
と
い
っ
た
取
り
組

み
を
今
以
上
に
各
宗
派
の
力
を
結
集
し

て
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
と

感
じ
て
い
ま
す
。

─
昨
今
の
様
々
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
、

感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
思
い
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　

昨
今
の
悲
惨
な
事
件
や
モ
ラ
ル
の
低

下
の
表
面
だ
け
を
叩
く
の
で
は
な
く
、

原
因
の
根
本
に
対
し
て
対
策
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
教
育
制
度
は
、
自
国
の
歴
史

を
あ
ま
り
熱
心
に
教
え
ず
、
心
の
教
育

や
宗
教
教
育
も
教
育
の
内
容
か
ら
排
除

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母
国
の
学
習
を

お
ろ
そ
か
に
し
て
、
外
国
の
歴
史
が
ど

う
し
て
学
べ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
目
先

の
事
象
の
対
応
に
と
ら
わ
れ
、
教
育
が

右
往
左
往
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
内
に

お
け
る
教
育
も
現
在
は
世
代
的
に
戦
後

教
育
を
受
け
た
世
代
が
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
同
様
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
良
い
方
向

に
変
換
し
て
い
く
の
は
並
大
抵
の
努
力

で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
負
け
た

の
で
や
む
を
得
な
い
影
響
だ
、
と
お
っ

し
ゃ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

ド
イ
ツ
も
同
じ
く
敗
戦
国
で
す
が
教
育

制
度
は
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
こ
そ
仏
教
界
が
大
き
く
教
育
に
関

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
人
間
を
超
え
る
も

の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
や
、
命
の
大
切

さ
と
い
っ
た
知
識
よ
り
も
大
切
な
も
の

を
少
し
ず
つ
で
も
教
え
て
い
く
よ
う
に

働
き
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

─（
財
）全
日
本
仏
教
会
へ
の
ご
要
望
や

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

　

時
代
は
今
、
ま
さ
に
仏
教
の
力
を
必

要
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
全

日
本
仏
教
会
と
、
加
盟
し
て
い
る
各
宗

派
・
各
団
体
が
今
以
上
に
協
力
を
進
め
、

仏
教
が
世
直
し
の
原
動
力
と
な
る
よ
う

に
活
動
を
進
め
て
い
っ
て
頂
け
た
ら
、

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宗
派
を
超
え
た
具
体
的
な
伝

道
へ
の
取
り
組
み
が
あ
る
と
実
際
に
現

場
に
立
つ
僧
侶
の
励
み
に
な
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。�

（
談
）

仏
教
伝
道
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.bdk.or.jp

仏
教
伝
道
協
会
沼
田
智
秀
会
長
が

ハ
ワ
イ
人
間
国
宝
と
し
て
表
彰

　

去
る
二
月
十
三
日
（
現
地
時
間
）、

シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ワ
イ
キ
キ
・
ホ
テ
ル

に
て
、
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
（
ト
ー

マ
ス
・
岡
野
総
長
）
よ
り
、
二
〇
一

〇
年
度
の
ハ
ワ
イ
人
間
国
宝
と
し
て

仏
教
伝
道
協
会
の
沼
田
智
秀
会
長
が

表
彰
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
五
百
余
人
が
出
席

し
、
ハ
ワ
イ
州
の
デ
ュ
ー
ク
・
ア
イ

オ
ナ
副
知
事
と
、
ホ
ノ
ル
ル
市
の
ム

フ
ィ
・
ハ
ネ
マ
ン
市
長
も
臨
席
し
た
。

　

仏
教
伝
道
協
会
の
発
願
者
で
あ
る

沼
田
惠
範
師
も
仏
教
を
中
心
と
し
た

日
本
と
西
洋
の
文
化
交
流
へ
の
貢
献

が
評
価
さ
れ
、
一
九
八
九
年
に
同
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
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去
る
一
月
二
十
六
日
よ
り
三
十
一
日

迄
、
ダ
ボ
ス
（
ス
イ
ス
東
部
）
で
行
わ

れ
た
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会

（
ダ
ボ
ス
会
議
）
に
お
い
て
松
長
有
慶

会
長
の
提
言
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
公

開
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
全
文
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
本
仏
教
か
ら
の
提
言

財
団
法
人

　全
日
本
仏
教
会

会
長

　松
長
有
慶

　

二
十
一
世
紀
は
混
迷
の
時
代
で
あ
る
。

前
世
紀
の
科
学
技
術
文
明
の
驚
異
的
な

発
展
に
よ
っ
て
、
人
々
は
未
曾
有
の
物

質
的
な
繁
栄
を
享
受
し
な
が
ら
も
、
精

神
的
な
痛
み
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い

る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
周
辺
を
見
渡
し
て
み
て

も
、
自
己
主
張
が
突
出
し
、
他
人
の
痛

み
に
は
鈍
感
で
、
地
域
社
会
の
連
帯
は

希
薄
化
し
、
凶
悪
犯
罪
が
日
常
化
す
る

異
常
な
社
会
が
現
実
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
世
界
全
体
を
見
れ
ば
、
先
進
諸

国
の
経
済
的
な
発
展
の
蔭
で
、
開
発
途

上
国
の
人
々
と
の
間
に
貧
富
の
差
が
急

激
に
増
大
し
、
地
球
環
境
が
劣
悪
化
し
、

資
源
が
枯
渇
し
、
民
族
紛
争
、
宗
教
間

の
対
立
抗
争
が
常
態
化
す
る
憂
う
べ
き

事
態
が
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

　

社
会
的
に
も
、
個
人
の
内
面
に
お
い

て
も
、
八
方
ふ
さ
が
り
の
閉
鎖
状
態
に

あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
今
ま
で
自
己
が

持
ち
続
け
て
き
た
固
定
し
た
人
生
観
を

冷
静
に
反
省
し
て
、
改
め
る
べ
き
点
が

あ
れ
ば
、
率
直
に
生
き
方
を
転
換
さ
せ

て
、
事
態
の
根
本
的
な
改
善
を
図
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
に
、
近
代
人
が
比
較
的
等

閑
視
し
て
き
た
東
洋
の
文
化
、
と
く
に

仏
教
の
文
化
の
中
に
、
現
代
社
会
の
病

根
に
有
効
に
作
用
す
る
良
薬
が
少
な
か

ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
私
は
注

目
し
た
い
。

　

大
乗
仏
教
を
奉
ず
る
日
本
の
仏
教
徒

が
、
現
代
社
会
の
危
機
に
対
し
て
有
効

と
思
わ
れ
る
提
言
を
要
約
す
れ
ば
、
一
．

生
き
と
し
生
け
る
者
の
相
互
の
関
連
性

を
認
め
る
全
体
的
思
考
、
二
．
多
元
的

な
価
値
観
、
三
．
生
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
意
識
か
ら
社
会
奉
仕
活
動
へ
、

こ
れ
ら
三
点
に
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一�

．
生
き
と
し
生
け
る
者
の
相
互
の
関

連
性
を
認
め
る
全
体
的（w

holistic

）

思
考

　

日
本
仏
教
に
は
、
人
間
中
心
、
と
く

に
自
己
中
心
的
な
視
点
を
転
換
し
て
、

無
限
の
宇
宙
的
な
視
野
の
下
に
、
人
間

だ
け
で
は
な
く
、
動
物
、
植
物
な
ど
あ

ら
ゆ
る
生
物
の
相
互
の
つ
な
が
り
を
示

す
「
一
切
衆
生
」
と
い
う
思
想
が
あ
り
、

日
本
の
仏
教
徒
の
人
生
観
の
根
底
に
横

た
わ
っ
て
い
る
。

　

大
乗
仏
教
で
は
、
一
切
衆
生
は
す
べ

て
仏
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と

説
く
。
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
獣
も
鳥

も
魚
も
、
虫
け
ら
に
至
る
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
い
の
ち
あ
る
も
の
は
、
仏
に
な
り

う
る
と
い
う
思
想
は
、
人
間
と
神
と
の

間
に
明
確
な
一
線
を
引
く
一
神
教
の
世

界
観
と
は
異
な
る
。

　

日
本
仏
教
で
は
、
山
や
川
、
草
や
樹

木
も
ま
た
本
質
的
に
は
、
仏
で
あ
る
と

説
く
。
そ
れ
は
、
生
き
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
山
や
川
、
風
や
石
こ
ろ
な
ど
の

無
生
物
ま
で
、
神
と
し
て
崇
敬
し
て
き

た
民
俗
信
仰
を
仏
教
が
摂
取
し
、
仏
教

の
教
理
に
よ
っ
て
裏
づ
け
を
与
え
た
も

の
で
あ
る
。

　

近
代
思
想
は
自
我
を
中
心
と
し
て
、

自
と
他
を
明
確
に
区
別
す
る
と
こ
ろ
か

ら
出
発
し
た
。
そ
れ
は
物
事
を
対
象
化

し
て
捉
え
、
近
代
の
科
学
技
術
文
明
を

発
達
さ
せ
る
基
盤
を
作
り
上
げ
た
。
だ

が
一
面
に
お
い
て
自
と
他
、
物
と
心
、

人
間
と
自
然
な
ど
の
間
に
あ
っ
た
靭
帯

を
切
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
の
存
在

と
み
な
す
考
え
が
常
識
化
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
最
近
の
人
文
科
学
や
自
然
科

学
の
研
究
の
成
果
に
よ
る
と
、
他
者
か

ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
自
己
は
存
在

し
な
い
し
、
物
質
と
精
神
を
ま
っ
た
く

別
個
の
存
在
と
み
な
す
こ
と
は
困
難
と

な
っ
た
。
ま
た
人
間
だ
け
が
動
植
物
や

自
然
界
を
支
配
し
、
そ
れ
ら
を
隷
属
化

す
る
権
利
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ら
の
間
に
は
相
互
に
関
連
し
、
補
完

し
あ
う
共
存
の
関
係
を
想
定
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

ダ
ボ
ス
会
議
に
於
け
る
松
長
有
慶
会
長
提
言
全
文
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日
本
仏
教
の
考
え
か
ら
す
れ
ば
、
自

と
他
、
個
と
全
体
、
物
と
心
と
い
う
よ

う
に
、
一
般
に
対
立
的
に
考
え
ら
れ
て

い
る
存
在
は
、
も
と
よ
り
一
体
で
あ
る
。

も
の
ご
と
を
分
析
的
に
よ
り
分
け
、
細

分
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
の
の
本

質
は
見
え
て
こ
な
い
。
む
し
ろ
対
立
的

な
思
考
を
捨
て
て
、
全
体
的
に
把
握
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
の
の
真
実
の
姿

が
現
わ
れ
て
く
る
と
見
る
。

　

仏
教
は
自
我
を
中
心
と
し
て
対
立
的

に
世
界
を
見
る
近
代
思
想
か
ら
、
宇
宙

的
な
視
座
の
下
に
、
全
体
的
、
相
互
関

連
的
に
世
界
を
見
る
立
場
へ
と
、
視
点

の
百
八
十
度
の
転
換
を
提
案
し
て
い
る
。

　

分
析
的
な
思
考
法
と
か
、
物
心
二
元

論
的
な
思
考
は
近
代
の
科
学
技
術
文
明

の
進
歩
を
支
え
て
き
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
ひ
ず
み
を
現
代
社
会
に
露
呈
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
す
べ
て
の
存
在
に
、
い

の
ち
を
認
め
、
相
互
の
関
連
性
を
重
視

す
る
日
本
仏
教
の
総
合
的
で
、
生
命
論

的
な
観
点
は
、
人
間
疎
外
と
か
環
境
破

壊
と
い
っ
た
現
代
社
会
が
解
決
を
迫
ら

れ
て
い
る
問
題
に
対
し
て
、
有
効
な
示

唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
．
多
元
的
な
価
値
観

　

近
代
の
科
学
技
術
文
明
の
驚
異
的
な

進
歩
の
基
盤
に
は
、
一
元
的
な
価
値
観

が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
人
間
社
会
を
す
べ
て
一
元
的

な
価
値
観
に
よ
っ
て
統
合
す
る
思
想
の

矛
盾
点
も
、
二
十
世
紀
後
半
に
な
っ
て

明
確
に
な
っ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
先
進

文
明
だ
け
が
唯
一
絶
対
の
価
値
を
持
つ

も
の
で
は
な
く
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る

地
域
に
存
在
す
る
未
開
の
文
化
も
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
価
値
を
持
つ
こ
と
に

人
々
は
気
づ
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
点
に
於
い
て
、
イ
ン
ド

や
中
国
、
あ
る
い
は
日
本
な
ど
の
東
洋

の
文
化
は
多
元
的
な
価
値
観
に
基
づ
い

て
展
開
し
て
き
た
と
い
え
る
。
日
本
仏

教
に
お
い
て
も
、
六
世
紀
の
始
め
、
そ

の
伝
来
当
初
か
ら
、
仏
と
日
本
人
が
そ

れ
ま
で
信
仰
し
て
き
た
民
族
神
と
の
融

合
が
図
ら
れ
て
き
た
。
日
本
の
民
衆
の

間
で
は
、
外
国
か
ら
渡
来
し
た
仏
と
、

民
族
信
仰
の
神
々
が
排
除
し
あ
う
こ
と

な
く
、
互
い
に
影
響
を
与
え
あ
っ
て
共

存
し
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
現

在
で
も
日
本
人
の
間
で
は
、
同
じ
屋
根

の
下
で
仏
壇
と
神
棚
が
と
も
に
祀
ら
れ
、

祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
家
庭
が
少
な

く
な
い
。

　

異
な
っ
た
文
化
を
否
定
す
る
こ
と
な

く
、
そ
の
存
在
価
値
を
認
め
、
自
己
の

組
織
の
中
に
取
り
込
み
共
存
す
る
原
理

は
、
日
本
仏
教
の
中
で
も
、
仏
教
の
曼

荼
羅
の
中
に
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。

　

曼
荼
羅
と
は
仏
と
か
、
そ
れ
に
至
る

修
行
過
程
に
あ
る
菩
薩
、
さ
ら
に
は
も

と
も
と
イ
ン
ド
で
、
バ
ラ
モ
ン
教
で
祭

ら
れ
る
神
や
、
ヒ
ン
ヅ
ー
教
で
信
仰
さ

れ
て
い
た
神
を
取
り
入
れ
た
明
王
や
天

部
の
神
々
を
集
約
し
て
画
い
た
絵
図
で

あ
る
。

　

曼
荼
羅
に
は
異
教
徒
の
神
々
が
少
な

か
ら
ず
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
は
無
秩
序
に
寄
せ
集
め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
は
、
大
乗
仏

教
の
中
で
は
有
名
な
菩
薩
た
ち
、
あ
る

い
は
民
族
信
仰
の
神
々
が
、
民
衆
が
信

じ
て
い
る
神
々
の
性
格
別
に
、
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
配
置
さ
れ
て

い
る
。
知
的
な
神
、
情
け
深
い
神
、
勇

気
の
あ
る
神
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た

実
行
力
に
富
む
神
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
配
置
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
異
教
徒
た
ち
の
崇
拝
す

る
神
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所

を
認
め
、
本
来
の
個
性
を
持
っ
た
ま
ま

に
、
仏
教
の
仏
に
変
え
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
個
性
を
持
つ
と
い
う

こ
と
は
、
一
〇
〇
％
完
全
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
性
は
長
所
と
短

所
を
二
つ
な
が
ら
持
っ
て
い
る
。
仏
教

で
は
短
所
の
み
を
取
り
上
げ
、
そ
の
欠

点
を
非
難
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
と
表

裏
の
関
係
に
あ
る
長
所
だ
け
に
眼
を
向

け
、
そ
の
長
所
を
持
つ
た
め
に
、
仏
や

菩
薩
と
し
て
仏
教
のpantheon

に
偏

入
し
て
し
ま
う
包
容
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
排
除
と
か
否
定
の
論
理
は

提言は会議議題集に英文掲載され、
広く配布された
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認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
一
元
的
な
価

値
観
に
よ
っ
て
、
善
と
悪
、
あ
る
い
は

カ
オ
ス
と
コ
ス
モ
ス
と
を
画
然
と
区
別

し
て
、
一
方
だ
け
を
尊
重
す
る
思
想
で

は
な
い
。
無
数
の
価
値
基
準
を
用
意
し

て
、
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
も
の
は
、

す
べ
て
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
東

洋
文
化
の
基
本
的
な
姿
勢
を
、
曼
荼
羅

の
思
想
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
仏
教
の
世
界
観
や
曼

荼
羅
の
思
想
は
、
対
立
抗
争
が
渦
巻
き
、

精
神
的
な
混
迷
の
度
を
益
々
深
め
て
い

く
現
代
社
会
に
お
い
て
、
異
文
化
と
の

対
話
、
生
活
文
化
の
新
し
い
指
導
原
理

を
求
め
る
場
合
、
か
け
が
え
の
な
い
重

要
性
を
持
つ
に
違
い
な
い
。

三�

．
生
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
意
識

か
ら
社
会
奉
仕
活
動
へ

　

日
本
仏
教
の
歴
史
の
中
で
、
仏
教
者

が
社
会
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る

事
例
は
数
多
く
あ
る
。
具
体
例
を
列
挙

す
る
紙
幅
を
持
た
な
い
が
、
日
本
に
お

け
る
貧
民
救
済
な
ど
の
社
会
福
祉
活
動

は
、
六
世
紀
に
仏
教
が
伝
来
し
た
初
期

か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
大
乗
仏
教
の
利

他
の
精
神
の
具
体
化
と
み
ら
れ
る
。
病

院
、
施
薬
院
の
創
設
、
橋
を
架
け
、
池

を
掘
り
、
道
路
を
開
く
な
ど
の
公
共
事

業
、
無
料
宿
泊
所
の
設
置
、
孤
児
救
済

活
動
を
始
め
、
十
三
世
紀
に
は
、
仏
教

の
戒
律
復
興
運
動
の
従
事
し
た
僧
侶
た

ち
に
よ
っ
て
、
各
種
の
貧
民
救
済
の
福

祉
事
業
が
積
極
的
に
行
わ
れ
目
覚
し
い

成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
そ
の
精
神
は
日

本
仏
教
の
各
教
団
に
現
在
ま
で
受
け
継

が
れ
て
、
大
乗
仏
教
の
利
他
の
思
想
を

実
現
す
べ
く
、
多
彩
な
福
祉
活
動
が
各

方
面
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
仏
教
の
僧
侶
や
為
政
者
が
仏

教
の
利
他
の
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
社
会
活
動
と
は
別
の
次
元
に
於
い
て
、

民
衆
の
中
で
他
者
に
対
す
る
無
償
の
奉

仕
活
動
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
に
も
注
目
し
た
い
。
そ
の
活
動
の
根

底
に
は
、
民
衆
の
持
つ
独
特
の
罪
の
意

識
が
あ
っ
た
。

　

日
本
人
が
古
く
か
ら
持
つ
罪
の
意
識

は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
原
罪
と
は
基
本

的
に
異
な
る
。
日
本
人
は
日
常
生
活
の

中
で
、
生
き
て
い
る
こ
と
が
常
に
他
に

対
し
、
ま
た
社
会
に
対
し
て
、
迷
惑
を

か
け
て
い
る
と
い
う
意
識
を
も
ち
、
そ

れ
が
罪
の
意
識
と
な
っ
て
心
の
中
に
根

強
く
残
っ
た
。
そ
の
罪
を
そ
の
ま
ま
清

算
せ
ず
に
生
き
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
い
が
、
己
が
身
に
降
り
か
か
り
、

不
幸
が
訪
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
そ
の

贖
罪
を
可
能
と
す
る
に
は
、
神
仏
の
前

で
懺
悔
を
行
い
、
ま
た
当
人
が
社
会
に

対
し
て
、
善
行
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必

須
の
条
件
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
の
た
め
に
労
働
す

る
苦
行
が
、
己
が
犯
し
た
罪
を
払
う
と

い
う
日
本
古
代
の
贖
罪
観
を
背
景
と
す

る
社
会
福
祉
活
動
は
、
作
善（
さ
ぜ
ん
）

と
呼
ば
れ
た
。
十
三
世
紀
頃
に
、
念
仏

信
仰
を
唱
導
し
つ
つ
、
寺
社
の
建
立
資

金
の
調
達
の
た
め
に
全
国
を
遊
行
し
た

聖
た
ち
は
、
贖
罪
の
意
識
を
も
っ
て
、

各
地
に
橋
を
架
け
、
道
を
通
じ
、
井
戸

を
掘
る
な
ど
の
慈
善
事
業
に
も
従
事
し

て
い
る
。

　

奈
良
の
東
大
寺
の
再
建
に
寄
与
し
た

重
源
（
ち
ょ
う
げ
ん
）
に
は
、「
南
無

阿
弥
陀
仏
作
善
集
」
と
い
う
著
作
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
念
仏
を
唱
え
、
寺
塔
の
建

立
、
架
橋
、
道
路
の
改
修
、
湯
屋
の
建

設
な
ど
の
「
作
善
」
を
民
衆
に
勧
め
つ

つ
、
人
々
を
次
々
に
仏
教
の
信
仰
に
引

き
入
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
が
現
代
社
会
に
生
き
て
い

る
こ
と
自
体
が
、
限
り
あ
る
地
球
の
資

源
を
消
費
し
、
大
気
を
汚
染
し
、
環
境

の
破
壊
に
多
少
に
関
わ
ら
ず
関
与
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
罪
を
犯
し

な
が
ら
地
球
の
上
で
生
か
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
意
識

を
も
っ
て
、
社
会
の
た
め
に
自
分
が
何

を
な
し
う
る
か
、
生
き
る
代
償
と
し
て

地
球
環
境
の
保
存
に
い
か
に
寄
与
し
う

る
か
を
真
剣
に
考
え
る
事
態
が
今
到
来

し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

生
き
と
し
生
け
る
も
の
相
互
の
い
の

ち
の
つ
な
が
り
の
意
識
、
弱
者
の
中
に

か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
認
め
る
多
元

的
な
価
値
観
、
生
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
意
識
を
も
っ
て
行
う
他
者
へ
の
奉

仕
活
動
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
含
め
、
現

代
人
が
仏
教
の
思
想
に
学
ぶ
べ
き
点
が

少
な
く
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。

無料法律
相談室　
本会顧問弁護士　長
谷川正浩弁護士の、
無料法律相談を毎月
第二、第四木曜日の
午後開催しておりま
す。本会事務総局03
（3437）9275へ事前予
約の上おいで下さい。
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二
月
五
日
よ
り
十
一
日
ま
で
、
深
澤

信
善
事
務
総
長
を
団
長
と
し
て
「
Ｗ
Ｆ

Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
本
部
表
敬
訪

問
と
ネ
パ
ー
ル
・
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
参
拝

ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
事
務
局
を
含

む
二
十
五
名
が
参
加
し
た
。（
前
号
よ

り
続
く
）

　

八
日
（
四
日
目
）、
一
行
は
カ
ト
マ

ン
ズ
に
戻
り
、
五
重
の
塔
で
出
来
た
ニ

ャ
タ
ポ
ラ
寺
院
や
煉
瓦
で
舗
装
さ
れ
た

通
路
な
ど
歴
史
的
な
建
造
物
が
残
る
バ

ク
タ
プ
ー
ル
を
観
光
し
、
九
日
は
マ
ッ

ラ
王
朝
時
代
の
首
都
と
し
て
栄
え
た
パ

ダ
ン
を
観
光
後
、
空
港
へ
移
動
し
飛
行

機
に
乗
り
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
へ
移
動

と
な
っ
た
。

　

十
日
は
バ
ン
コ
ク
市
内
に
あ
る
Ｗ
Ｆ

Ｂ
本
部
を
表
敬
訪
問
し
た
。
一
行
は
パ

ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ
ー
Ｗ
Ｆ
Ｂ
会
長
に

お
出
迎
え
い
た
だ
き
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ

ー
が
本
部
二
階
に
あ
る
ホ
ー
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
は
パ
ン
会
長
の
歓
迎
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
タ
イ
国
王
の

健
康
回
復
を
念
じ
、
ツ
ア
ー
参
加
者
一

同
に
よ
っ
て
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

法
要
後
、
本
会
救
援
基
金
よ
り
五
百

万
円
、
浄
土
宗
平
和
協
会
よ
り
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
復
興
支

援
に
本
会
救
援
基
金
を
通
し
て
百
万
円
、

ツ
ア
ー
参
加
者
よ
り
、
タ
イ
・
プ
ー
ケ

ッ
ト
の
津
波
被
災
者
の
た
め
に
建
立
予

定
で
あ
る
瞑
想
セ
ン
タ
ー
へ
の
基
金
と

し
て
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
の
寄
託
式
が
行

わ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
白
バ
イ
先
導
の
バ
ス
に
乗
り
、
エ

メ
ラ
ル
ド
寺
院
と
王
宮
を
訪
問
し
た
。

　

現
地
で
は
、
管
理
ス
タ
ッ
フ
の
ガ
イ

ド
が
付
き
、
王
宮
で
は
通
常
立
ち
入
る

こ
と
の
出
来
な
い
場
所
へ
の
見
学
な
ど

大
変
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
た
。

　

夕
食
後
、一
行
は
空
港
へ
移
動
し
、夜

行
便
に
て
バ
ン
コ
ク
を
後
に
し
、
翌
朝

に
成
田
空
港
に
到
着
し
解
散
と
な
っ
た
。

「
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
表
敬
訪
問
と
ネ
パ
ー
ル
・
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
参
拝
ツ
ア
ー
」
報
告
㈡

「
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
表
敬
訪
問
と
ネ
パ
ー
ル
・
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
参
拝
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
て

WFB（世界仏教徒連盟）本部表敬訪問
2010年２月10日

　

こ
の
度
は
「
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
表
敬
訪
問

と
ネ
パ
ー
ル
・
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
参
拝
ツ

ア
ー
」
に
夫
婦
と
も
ど
も
参
加
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
並
び
に
全
日
仏

に
関
わ
る
全
て
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、

こ
こ
で
改
め
て
心
よ
り
感
謝
の
意
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

全
日
本
仏
教
会
主
催
の
旅
行
に
は
初

参
加
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
直
接
の
関
わ

り
の
無
か
っ
た
私
ど
も
夫
婦
の
視
点
か

ら
今
回
の
旅
行
を
見
つ
め
て
欲
し
い
…

と
の
ご
依
頼
が
あ
り
、
一
筆
を
啓
上
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
お
き
ま
し
て
は
、

か
つ
て
私
ど
も
の
新
婚
旅
行
に
て
訪
問

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
の

行
程
の
主
な
滞
在
地
は
タ
イ
で
は
な
く

彼
の
「
ネ
パ
ー
ル
」
国
内
。
し
か
も
、

釈
尊
生
誕
の
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
」
に
て
参

拝
の
機
会
を
得
る
と
な
れ
ば
、
仏
教
に

帰
依
す
る
立
場
の
人
間
と
し
て
は
必
ず

一
度
は
訪
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
聖
地

で
あ
り
ま
す
。
私
事
な
が
ら
、
大
正
大

学
仏
教
学
部
に
お
い
て
仏
教
を
学
ん
だ

者
と
し
て
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
地
に
足
を
踏

み
入
れ
た
事
は
、
仏
教
者
と
し
て
責
務

を
ひ
と
つ
果
た
せ
た
思
い
で
も
あ
り
ま

し
た
。
参
拝
ツ
ア
ー
参
加
に
関
し
て
最

初
に
お
誘
い
を
受
け
た
時
、
そ
の
責
務

を
果
た
し
た
い
思
い
が
沸
き
上
が
る
の

と
同
時
に
、
日
頃
寺
庭
と
し
て
当
山
の

興
隆
の
一
角
を
担
う
妻
の
関
心
の
高
さ

も
大
い
に
参
加
へ
の
意
欲
を
掻
き
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
と
な
る
夫
婦

二
人
で
の
旅
行
は
、
毎
日
が
驚
き
と
発

見
の
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
一
日
目
の

Ｗ
Ｆ
Ｂ
主
催
晩
餐
会
で
は
、
初
参
加
で

あ
る
が
故
の
周
囲
と
の
ぎ
こ
ち
な
さ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
時
が
そ
れ
を
解
消
し
、

や
が
て
は
皆
様
と
旧
知
の
仲
で
あ
る
か

の
よ
う
に
杯
を
交
わ
せ
る
間
柄
と
な
り

ま
し
た
。
再
会
を
誓
い
な
が
ら
帰
り
の

成
田
空
港
で
別
れ
を
告
げ
た
あ
と
、
し

ば
ら
く
し
て
ま
た
個
人
的
に
お
会
い
で

き
る
御
縁
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
同
じ

仏
教
者
で
あ
っ
て
も
宗
旨
・
環
境
が
違

え
ば
、
ど
う
し
て
も
巡
り
会
え
る
機
会

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

今
回
の
旅
行
で
は
そ
の
垣
根
を
越
え
て
、

皆
様
が
一
人
の
仏
教
者
と
し
て
お
互
い

に
親
交
を
深
め
ら
れ
る
、
貴
重
か
つ
有

意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

（
原
文
）

浄
土
宗　

寿
永
寺　

澤　

孔
文



2010年4月1日 10

　

二
月
二
十
三
・
二
十
四
日
「
来
て
！

見
て
！
発
見
！
暮
ら
し
と
お
仏
壇
フ
ェ

ア
二
〇
一
〇
」
が
、
日
本
橋
プ
ラ
ザ
三

階
展
示
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
主

催
の
全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
（
理

事
長　

小
堀
賢
一
）
で
は
、
全
国
加
盟

の
仏
壇
仏
具
業
界
が
一
丸
と
な
り
、
こ

の
催
し
に
向
け
て
創
作
し
た
、
仏
壇
約

百
点
（
伝
統
仏
壇
・
都
市
型
仏
壇
・
創

作
仏
壇
）
の
他
、
約
二
百
点
の
仏
像
・

仏
具
・
数
珠
・
線
香
・
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
、

幅
広
い
出
展
と
な
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
二
十
四
日
「
第
二
回

こ
ん
な
お
仏
壇
あ
っ
た
ら
い
い
な
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
審
査
員
と
し
て
、
奈
良
慈

徹
総
務
部
長
が
出
席
し
た
。

　

一
般
入
場
者
の
投
票
に
よ
る
金
賞
・

銀
賞
・
特
別
賞
。
審
査
員
の
投
票
に
よ

る
各
賞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら

れ
た
。

　

本
会
は
「
全
日
本
仏
教
会
会
長
賞
」

を
設
定
し
、
表
彰
状
と
松
長
有
慶
会
長

（
高
野
山
真
言
宗
管
長
）
揮
毫
の
色
紙

「
忘
己
道
法
」
を
副
賞
と
し
て
贈
っ
た
。

　

本
会
会
長
賞
に
は
、

◎
仏
壇
部
門

　
『
散
蓮
蒔
絵
入
御
厨
子
』

（
京
仏
壇　

加
茂
定
）

◎
仏
具
部
門

　
『
か
ゆ
ら
ぎ　

名
刺
香　

桐
箱
６
入
』

（（
株
）日
本
香
堂
）

　

�

俳
句
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
（
応
募
数
八

千
四
百
十
七
作
）
よ
り

◎
川
柳
部
門

　
『
私
よ
り
若
い
遺
影
に
少
し
妬
け
』

（
岩
手
県　

長
澤
知
子
）

が
選
ば
れ
、
表
彰
状
と
副
賞
の
色
紙
を
、

審
査
員
と
し
て
出
席
の
奈
良
総
務
部
長

が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
手
渡
し
た
。

全日本仏教会会長賞受賞作品
『散蓮蒔絵入御厨子』

「
来
て
！
見
て
！
発
見
！
暮
ら
し
と

お
仏
壇
フ
ェ
ア
二
〇
一
〇
」
開
催
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二
月
（
一
〜
二
十
八
日
）

一
日
▼�

加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会

議
（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

二
日
▼（
財
）仏
教
伝
道
協
会
取
材

　
　

▼�

日
蓮
宗　

橋
本
経
理
課
長
・
シ

ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
上
床
氏
来
局

　
　

▼
中
外
日
報
社
来
局

四
日
▼
事
務
連
絡
会
議

　
　

▼�

仏
教
伝
道
協
会　

古
澤
勝
浩
事

務
局
長
他
来
局

　
　

▼�
栃
木
県
仏
教
会
新
年
役
員
会
出

席
（
栃
木
県
）
〜
五
日

五
日
▼�
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）

本
部
表
敬
訪
問
と
ネ
パ
ー
ル
・

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
参
拝
ツ
ア
ー

（
タ
イ
・
ネ
パ
ー
ル
）〜
十
一
日

十
二
日
▼�（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

主
催
「
新
年
修
正
会
」
出
席

（
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
高
輪
）

　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

　
　
　

▼�

宗
教
法
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
会
議
出
席
（
文
部
科
学

省
）

十
五
日
▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
来
局

十
六
日
▼
局
内
会
議

十
七
日
▼
中
外
日
報
社
取
材
の
為
来
局

十
八
日
▼
国
際
交
流
審
議
会

　
　
　

▼�

ネ
パ
ー
ル
大
使
館
参
事
官
来

局

　
　
　

▼�

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合

安
田
相
談
役
・
岩
出
事
務
局

長
来
局

二
十
三
日
▼�

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合

連
合
会
と
の
事
前
懇
談
会

（
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組

合
連
合
会
事
務
所
）

二
十
四
日
▼�

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組

合
主
催
「
こ
ん
な
仏
壇
あ

っ
た
ら
い
い
な
コ
ン
テ
ス

ト
」
審
査
・
表
彰
式
出
席

（
日
本
橋
プ
ラ
ザ
）

二
十
五
日
▼�

全
日
本
仏
教
徒
会
議
栃
木

大
会
打
合
せ
（
栃
木
県
仏

教
会
事
務
局
）

　
　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

　

三
月
（
一
〜
十
日
）

一
日
▼�

日
本
宗
教
連
盟
幹
事
会
出
席

（
新
宗
連
会
館
）

三
日
▼�

臨
済
宗
妙
心
寺
派
に
豊
原
理
事

長
挨
拶
（
京
都
府
）

　
　

▼�

部
落
解
放
同
盟
第
六
十
七
回
全

国
大
会
出
席
（
九
段
会
館
）

四
日
▼�

事
務
総
局
連
絡
会
議（
京
都
府
）

　
　

▼
記
者
懇
談
会
（
京
都
府
）

　
　

▼�
広
報
委
員
会
「
広
報
文
化
セ
ミ

ナ
ー
」（
京
都
府
）

　
　

▼�

西
山
浄
土
宗
へ
挨
拶
と
説
明

　
　
　
（
京
都
府
）

五
日
▼�

全
葬
連
「
第
六
回
葬
祭
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」（
ア

ジ
ュ
ー
ル
竹
柴
）

　
　

▼�

全
日
本
仏
教
徒
会
議
栃
木
大
会

実
行
委
員
会
出
席
（
宇
都
宮
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　
　

▼�

真
宗
仏
光
寺
派
取
材（
京
都
府
）

　
　

▼
本
門
法
華
宗
取
材
（
大
阪
府
）

八
日
▼�

日
本
宗
教
連
盟
「
第
五
回
理
事

会
」「
第
二
回
参
議
会
」（
新
宗

連
会
館
）

　
　

▼�

日
蓮
宗
第
九
十
七
期
定
期
宗
会

に
宗
務
委
員
と
し
て
出
席
（
ホ

テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
・
日

蓮
宗
宗
務
院
）
〜
九
日　

　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
来
局

九
日
▼�

第
八
回
同
和
・
人
権
問
題
連
絡

協
議
会（
西
山
浄
土
宗
宗
務
所
）

　
　

▼�

エ
ジ
プ
ト　

大
ム
フ
テ
ィ
ー
と

豊
原
理
事
長
が
面
談
（
本
願
寺

築
地
別
院
）

十
日
▼�

第
二
十
八
期
各
審
議
会
答
申
・

委
員
会
報
告
を
理
事
長
に
提
出

（
本
願
寺
築
地
別
院
）

　
　

▼
局
内
会
議

　
　

▼�（
財
）東
京
都
慰
霊
協
会
主
催

「
都
内
戦
災
・
関
東
大
震
災
遭

難
者　

春
季
慰
霊
大
法
要
」
出

席
（
東
京
都
慰
霊
堂
）

　
　

▼�

衆
議
院
議
員
「
平
岡
秀
夫
君
の

議
員
十
周
年
を
励
ま
す
会
」
出

席
（
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
）

事
務
総
局
録
事

本
会
の
事
業
を

ご
理
解
頂
く
た
め
に

　

既
に
加
盟
団
体
各
位
に
は
案
内

状
を
送
付
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
会
事
業
説
明
の
為
に
、
加
盟
団

体
へ
事
務
総
局
員
を
派
遣
し
て
お

り
ま
す
。宗
会
あ
る
い
は
総
会
の
開

催
等
の
際
に
お
時
間
を
頂
き
た
く
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
細
は
左
記
ま
で

全
日
本
仏
教
会　

総
務
部

電　

話

　

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
〇

平
成
二
十
一
年
度

事
業
説
明
既
派
遣
先

曹
洞
宗
宗
務
庁

東
京
都
仏
教
連
合
会

天
台
宗
務
庁　
　

長
崎
県
仏
教
連
合
会

日
蓮
宗
宗
務
院　

滋
賀
県
仏
教
会

浄
土
宗
宗
務
庁



2010年4月1日 12http�:�//www.jbf.ne.jp/

2010年４月１日発行
４月号　第558号 発行人　戸松　義晴 発行所　財団法人　全日本仏教会

〒105−0011　東京都港区芝公園４−７−４
電　話　03（3437）9275
ＦＡＸ　03（3437）3260

エジプト大ムフティーが豊原大成理事長と面談
　外務省より、日本政府がアリー・グムア・
エジプト大ムフティー及びイブラヒーム・ナ
グム同補佐官を日本に招聘するにあたり、日
本の仏教者と面談したいとの依頼があり、３
月９日本願寺築地別院に於いて豊原大成本
会理事長と面談がなされた。出席者はグムア
大ムフティー、ナグム補佐官、アブデルナー
セル在京エジプト大使、カドリ在京エジプト
大使館書記官、本橋和夫氏（エスコート）、
山本大介（外務省）、豊原理事長、本会国際
部２名、以上８名。
　面談の中でグムア大ムフティーは、イスラム教徒のごく少数派の者が教えに反する過激的行動
を起こしている事を遺憾に思っており、私たちが平和を願っている事を理解して頂きたいと述べ、
イスラム圏と仏教のお互いの共通点を見いだして世界平和に向けて協力していきたい、と述べら
れた。

本会「救援基金」ご協力のお願い
　本会では、国内外における災害救援や人道的支援に対し、緊急且つ迅速な対応をすべく「救援
基金」を常時開設しております。今後も被災状況を注視し、現地の被災者救援活動を支援してま
いります。
　つきましては、加盟団体・各御寺院・仏教徒の皆様、そして、宗派・宗教を超えて、皆様の暖
かい浄財を下記口座までお寄せ頂きますようお願いいたします。

　　　　　　　　　記
郵便振替口座番号：00110−９−704834
口座名義：全日本仏教会救援基金
お問い合わせ先（財）全日本仏教会事務総局
電話�03−3437−9275　FAX�03−3437−3260

救援基金寄付者名（１月29日〜３月３日）　
山梨県仏教会・香川県仏教会・高野山真言宗・法華宗陣門流・株式会社　ダイセイ
岡山県佛教会・国際仏教興隆協会・全日本葬祭業協同組合連合会・神奈川県葬祭業協同組合
南禅寺・福島県仏教会・埼玉県佛教会・仁和寺・浄土宗平和協会・念法眞教
全日本仏教婦人連盟・臨済宗円覚寺派・善光寺・浄土宗西山禅林寺派・顕本法華宗
長野県仏教会　（合計3,143,301円　順不同・敬称略）

本堂前で記念撮影を行うアリー・グムア・エジプト大ムフ
ティー（前列右から２人目）と豊原大成理事長（前列左から
２人目）
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